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 この月から３回にしぼって畜産経営の総決算につ

いて考えてみることにする。 

 ここにいう総決算とは簿記記帳に基づく決算をさ

していうのではない。一年の計が元旦にあるという

ことは、一年の終末が大晦日にあるから次の年の計

画を元旦に樹てることができるのである。つまり大

晦日に総決算ができているから次年度計画が樹立さ

れるのである。 

 このような意味でその年の総決算、畜産経営の総

しめくくりについて考えるのがこの度の主なねらい

である。 

 

 決算は何の為にするか、しめくくる必要は何の目

的によってやるのか。この問題をまづハッキリさせ

たい。決算は次の年によりよい経営をするために、

現在の経営を正しくつかむ――診断する――ことだ

とも理解される。この見地にたてば決算＝診断のた

めの一つの手段、一つの分析方法で次の経営のより

よい計画樹立のためのしめくくり（決算）というこ

とが出来る。 

 ところで、どういう方法で、この診断を行うのか

が次に問題となる。 

 簿記による決算は、財産計算によれば年度始めの

財産の状態と、年度末の財産の状態とをつかむこと

によって、財産の増減を静態的につかむことができ、

収支計算（損益計算）その年度内に起った一切の取

引を知って、経済の動態をつかむことができるとい

われている。 

 財産計算と収支計算（損益計算）が出来れば、ま

づはめでたしめでたしということになるのであるが、

問題はそう簡単でない。つまり結果的に記帳を１年

間、間違いなくつづける努力が問題で、１、２カ月

はつづくがつい止めてしまって、「簿記は難かしい

よ」という結末を生ずるのでは意味がない。 

 このことから簿記をつけなければ畜産経営を正し

く診断することは出来ませんと大声叱咤しても、農

家は馬耳東風、一向に問題視されない、結局簿記が

悪い、難かしいの一言で今日まで処理されてきたが、

さて、それでよいものであろうか。 

 

 簿記記帳をしなくてもある程度の決算はできない

ものであろうか。 

 誰しも願っているのはこのことである。虫のよい

話で、何にも記帳しておかないでも何とか経営のし

めくくりはできないものか、という要求である。 

 ある人に言わせると、現にこの目でこの手で大切

に家畜を育ててきたのであるから、この目にこの手

にくるいはない。家畜の病気はもちろん、家畜の気

持一切を、歌の文句ではないが、「リンゴの気持はよ

くわかる」でみんな知っているから心配無用と言わ

れるむきもある。 

 こんなことを繰返していたことが、農業が他産業

におくれをとった一つの大きな原因だと言ってもさ

しつかえない。 

 ところで、記帳をしなさいといっても記帳しない

ときは、それなりの理由があるのかも知れない、あ

る人の言うには「書いてみても仕方がない、書くこ

とで多く乳がでるわけでもなし、子が多く生まれる

でもないのに……」このような自給的家畜経営は、

書く必要性を認めない。従って書けといっても書く

わけがないのである。 

 これではいけない、書く書かないは別として、何

とかしめくくり………つまり決算がしたいどうすれ

ばよいのであろうか。この問に答える答えはただ１

つ、次の言葉である。「貴方は、何のために、何の用

があってしめくくりをするのですか、決算の必要が

あるのですか」この問をまず決定してその問に答え

を与えねばならない。 

 何をするにも目的がある、その目的が明らかでな

いところから、しめくくり…決算の必要が起らない
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のである。一般的な目的を想定した、しめくくりを

必要とする事項は、畜産経営では大体次のような点

になると思われる。 

 総括的には、次の５項で一応つきる。 

○部門の収入と支出（収支診断） 

○飼料費と自給飼料（飼料費診断） 

○生産労働と家族労働（労働診断） 

○生産資材と資金（資材資金診断） 

○生産技術の内容（技術診断） 

 次号に夫々どうしてやるか、またどのような数値

が問題となるか、いわゆる診断の勘どころについて

お話をしよう。 

 


